
   

  

  

 

 

 

１月の行事予定 下校時刻 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

１ 木 元日 

２ 金  

３ 土  

４ 日  

５ 月  

６ 火  

７ 水  

８ 木 始業式  ３校時日課 下校指導11:45 

９ 金 3校時日課   11:45下校 

１０ 土  

１１ 日  

１２ 月 成人の日 

１３ 火 給食開始 児童委員会活動⑨ 

席書会５・６年  

１４ 水 席書会３・４年 ALT 

１５ 木 書初め展～20日 

消防署見学 3 年生 

１６ 金 クラブ活動⑨ 

PTA 本部会   

１７ 土  

１８ 日  

１９ 月  

２０ 火 代表委員会 ６年親子活動⑤ 

田代小漢字検定 

２１ 水  ALT   

２２ 木 新入生保護者説明会 13:30 

花いっぱい活動昼休み３・４年 

２３ 金 クラブ活動⑩    

２４ 土  

２５ 日  

２６ 月  

２７ 火 集金（積立④） 

花いっぱい活動昼休み２・５年 

２８ 水 あすなろ教室 ALT 

２９ 木 花いっぱい活動昼休み１・６年 

３０ 金 児童委員会活動⑩   

 

３１ 土  

令和８年 １月８日 

児童数１３６名 

愛川町立田代小学校 
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第９号  

あけましておめでとうございます 
 

２０２６年「丙午（ひのえうま）」の年が幕を開けました。 「丙」は燃える太陽を、 「午」は躍動する生命力を表

します。 この活気あふれる干支にちなみ、 かつて異国の山奥で馬に乗った時のことを思い出しました。 

仲間数人で山奥にある滝をめざして馬に揺られる中、 ふと周りを見ると、 馬たちが乗っている人の性格を

映し出しているかのような不思議な光景が目に映りました。 やんちゃで活発な人の馬は元気よく動き、 しっか

り者の馬は凛として前を見つめ、 マイペースな人の馬は周りに流されず淡々と自分の道を行く。 一方の私はと

いうと、 意外にも安定して進んでおり、 「うまく乗りこなせているな。」と、 少し誇らしい気持ちでいました。 

しかし、 ふと振り返ってハッとしました。 そこには馬を引く現地の方がいて、 後ろから私の手綱をしっかりと

握り、 絶妙な加減でコントロールしてくれていたのです。 「自分の力で進んでいる」と思っていた私は、 実は

見えないところで支えがあったからこそ、 安心して前を向いていられたのでした。 自分の未熟さを知ると同時

に、 じんわりと感謝がこみ上げてきたことを覚えています。 あの時、 周囲の様子を落ち着いて見渡せたのは、 

馬の背中という高い視点にいたこと、 そして何より、 馬を引く方の確かな支えがあったからこそだと、 今改め

て感じています。 

 

★三学期は、 次なる飛躍への「助走」！★ 

  学校生活も同じです。 子どもたちが自分の足元を確かめながら一歩ずつ進んでいけるのは、 その背後でご

家族や地域の皆様、 教職員という周囲の大人たちが、 「見えない手綱」をそっと支えているからです。 三学

期、 私たちはあの馬を引く方のように、 一人ひとりの個性を尊重しながら、 黒子となって子どもたちの成長を

支えてまいります。 同時に、 三学期は次のステージへの「助走」の期間でもあります。 馬が大きくジャンプする

には、 力強い助走が欠かせません。 昨日までの失敗も苦労も、 すべては高く跳ぶためのエネルギーになりま

す。 これまでの経験をすべて力に変え、 前を向いて踏み出しましょう。 

 

★次なるステージへ向かう皆さんへ★ 

  特に、 卒業を控えた六年生。 これからは自分自身で進むべき道を選び取る時期です。 本校で学んだ誇り

を胸に、 自信を持って「自分の道」を駆け抜けてください。 そして、 次なるリーダーとなる五年生は、 田代小

学校を力強くリードしていく新しい主役です。 六年生から手綱をしっかりと受け継ぎ、 活気あふれる学校を創

り上げてくれることを期待しています。 

 

★「共に学び 共に育つ」学校であるために★ 

子どもたちには、 周囲の支えに感謝を感じつつも、 いつかは「自分という馬」の手綱を自分自身でしっかり

と握り、 新しい景色へ突き進んでほしいと願っています。 やんちゃでも、 マイペースでも構いません。 自分で

決めて、 自分の足で踏みだす一歩が、新しい自分を作ります。 私たち大人がそっと手綱を添え、 子どもたちが

勇気をもって前進する。 その歩みの中で、 「共に学び 共に育つ」喜びを分かち合いたいと思います。 

保護者の皆様、 地域の皆様。 子どもたちが「丙午」のエネルギーを糧に、 太陽のように明るく颯爽と駆け

抜けていけるよう、 教職員一同、 全力で伴走してまいります。 本年も本校の教育活動へのご理解とご協力を

よろしくお願い申し上げます。 


